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運航管理システム等の研究開発

• ReAMoプロジェクトにおいて、空飛ぶクルマ運航管理システム（AATM）を開発し、

万博デモフライトにて国内初の実機を用いたAATMサービスの有効性検証を実施。

• また、万博デモフライトの運航実施を通じて、過年度に検討した離着陸場の標準オペ

レーション手法の検証・更新を実施。

AATMサービスの画面イメージ

Web経由で機体の動態モニタリングや飛行計画の登録、離着陸場の管理が可能

運航管理システム(AATM)の主な機能 実施内容・検証結果

• 今回の検証では、運航事業者が入力した空飛ぶクルマ
の飛行計画経路に沿って正しく運航されているかにつ
いて、大阪湾一帯に設置した受信機から動態情報を収
集して適合性モニタリングを実施。

• 実際の運航に関わる事業者等にシステムを利用いただ
き、システム動作/連携シーケンスが確立できている
こと、連日の繰り返し運用が可能なことを確認。

• 離着陸場の標準オペレーションのうち、約９割を実際
に実施し、残り１割は実証を通じて更新。

• 今後、AATMサービスの検証結果及び利用者アンケー
トを踏まえ、システムをアップデート。

• 将来的に空飛ぶクルマの運航状況や離着陸場の利用状
況をシステム上で関係者が共有し、運航事業者が必要
に応じて運航調整を行うことが可能な運航管理システ
ムの構築を目指す。

出典先：https://jpn.nec.com/press/202508/20250801_03.html
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